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はじめに
わが国の成人の喫煙率Ｉ

成20年国民健康・栄養調

化、若い女性のやせ願望、そして喫煙の害が女性
に十分情報提供されていない現状5)等が若い女性
の喫煙率上昇の背景にある。さらに、喫煙をスト
レスの対処法として挙げた人は1988年に男性
23.0％、女性4.4％6)であったのに対し、2000年は
男性22.8％、女性7.2％7)であり、女'性では増加し
ていた。女性の社会進出に伴うストレスマネジメ
ントと関係しているのであろうか。
当院の調査結果では、「喫煙はストレス解消に
なりますか」という問いに対し、なると回答した
人は男性、女性ともに、ならない、またはわから
ないと回答した人と比較して多かった。

ま年謄 少しており、エ
によると21.8％

⑳
査結果

であり、そのうち男性は36.8％で、減少傾向にあ

懸誉雛鰯鯨鱗茎墓調
査2)によると男性39.8％、女性9.3％で、全国の喫
煙率と比較するといずれもわずかに高い。しかし
20代女性の習慣的喫煙者は295％で全国における
データの14.3％と比較すると約 2倍である。

次世代にまで影響
若い世代の女性の
被害が広がる可能
く喫煙しはじめる

女性の喫煙は本人はもと よ§
を与える
喫煙は、
性や子供

ことがある。さらに
子供たちに受動喫煙の
たちの世代が抵抗感な ２．喫煙を開始したきっかけ

喫煙のきっかけとしては、女性では「なんとな
く」といった、比較的漠然とした理由で喫煙を始
める場合が多い5)､8)。当院の調査においても、喫
煙のきっかけとして男性と比較して女'性の方に回
答が多かった項目には「特に理由はないがなんと
なく」があり、他には「職場や学校に喫煙の風潮
があったから｣、「家族に喫煙者がいたから｣、「友
人の影響で｣があった。一方で､男性の方に多かっ
たのは「ストレス解消になると思ったから｣、「喫
煙行為が大人っぽく感じられたから｣、「喫煙行為
が格好良く感じられたから｣､｢他人に勧められて１．
であった（図１)。なお、女性の喫煙者は家庭内
に喫煙者がいる場合は男性が約６割であったのに
対し、女性は約９割であった。以上より男性の喫
煙開始はその目的や事由が比較的はっきりしてい
る事が多いのに対し、女性ではそれらを持たず、
周囲の影響により喫煙を開始する可能‘性があるこ

こ娠欝簾薦鰹産薫賢穂雛
調査結果を交え､僅差を中心#して女性の喫煙問
題を検討し、その対策を考える。なお、調査はア
ンケートにて施行。４月の喫煙率調査時に喫煙す
ると回答した職員中50名（男性21名、女性29名）
により回答を得た。回収率84.m％

③

'あ鯉鴛圭蕊劃較して女性卿
率は低いﾚﾍﾙにとどまってﾚﾄたが､特に欧米を
中心とした女性解放運動の流れと、それに便乗を
はかったタバコ製造・販売戦雌･の流れがわが国に
も伝わり、生活環境・生活習慣の変化が若年女性
の喫煙行動につながっている4)。たばこ産業の女
性をターゲットとした販売戦略やメディア攻勢、
女性の喫煙が容認されるようになった社会の変
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